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世界平和を考える―日本を戦争する国にさせないた

めに 

 

国連が戦争を防止する国際機構として働く時

代が来た。米ソ対決の時代、ベトナム戦争はアメ

リカが始めた戦争だから、アフガニスタン戦争は

ソ連が始めた戦争だから国連安全保障理事会

は議題として取り上げることもできなかった。 

１９９１年､ソ連が崩壊して東西の冷戦時代が

終わり、アメリカは唯一の超大国になったことで、

世界の監視の目がアメリカに向けられることにな

った。アメリ

カ が イ ラ ク

戦 争 を 始

め る と き 、

そ の 戦 争

が正当なも

のかどうか

を 国 際 会

議 の 舞 台

で議論した

のは、世界

の 歴 史 で

初めてのこ

とであった。

世 界 各 国

で 反 戦 デ

モが爆発したのも画期的なことであった。その議

論の結果、アメリカは国連のお墨付きを得ること

なくイラク戦争を始めてしまった。ドイツ、フランス

がきっぱりと反対したことも新しい出来事であっ

た。 

 

イラク戦争は、戦争のやり方がアメリカ軍の無

法な行為で一般市民が犠牲になっているが、戦

争 中 の 無

法 行 為 に

たいして国

際 的 な 監

視の目がこ

れ だ け 集

中した戦争

も始めてだ

った。大量

破 壊 兵 器

の 存 在 や

アルカイダ

との関係な

ど大儀も証

拠もでたら

め、今では

草と草の根の連帯をあらわす 

草の家のシンボルマーク 

No.９３ 

2007 年１月５日発行 

南北朝鮮の鉄道を結ぶ南側の都羅山（トラサン）駅 

後ろの看板に平嬢２０５ｋｍ、ソウル５６ｋｍの距離が鮮明に書かれている。 

12 月 2８日、高知から訪れた一行と東アジアの平和を願う。 
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イラクに軍隊を派兵した国で国民の批判が大き

くなって政権が変わり、派兵を取りやめる国が続

出している。本家のアメリカで議会の中間選挙が

あり、ブッシュ大統領のイラク戦争が争点となっ

て、与党共和党は下院、上院とも大敗して少数

与党になった。イラク戦争を指揮してきたラムズ

フェルド国防長官が解任され、イギリスでもブレ

ア首相が窮地に立たされている。ブッシュ大統

領は世界でも米国内でも孤立している。 

アメリカはいくら大きな軍事力を持っていても、

米ソ対決時代と違って新しい世界では外交なし

ではやっていけない時代になってきている。北

朝鮮やイランに対しても中国、韓国、ロシアなど

との外交なしではどうにもならない。 

 

「草の家」の有志は、アメリカがイラク戦争を始

めたその日から、毎週、帯屋町のオビパラという

ところでイラク戦争反対と自衛隊撤退を求めて街

頭宣伝を行い、もう２００回をはるかに超えた。当

初の熱い市民の反応はすでに無くにぶい。なぜ

だろう。 

世界中でアメリカのイラク戦争が批判され政変

が起きているのに、日本はアメリカいいなりで良

いのか。教育基本法を変え、憲法９条を変えて

アメリカと肩を組んで戦争する国にしてよいの

か。 

「日本国民よ！目を覚ませ！」と叫びたい。 

小泉首相の時代、何がどうなったか時間がたて

ばよく見えてきた。「増税、増税いうな、減税もや

っている」といった小泉さん、｢高齢化社会、福祉

のため｣の消費税、増税合計１４８兆円、大企業

の法人税減税合計１４５兆円。国民をいじめ、大

企業を助けそこから政治献金をもらうそんな政治

はもうゴメン。ついこの間まで、国民の９割は｢自

分は中流階級だ｣と思っていたのに規制緩和に

なって格差社会に急変しワーキングプアが急増

した。働けど働けどわが暮らし良くならず。極端

な大企業よりの政治はもうゴメン。医療、年金、社

会保障の改悪、高齢者よ！怒れ！靖国神社に

参拝し、過去の侵略戦争を正当化するのはもう

ゴメン。 

アジア、アフリカ、ラテンアメリカではアメリカの

新自由主義に反対し独自の道を進む国が急増

し、世界的に新しい流れが生まれている。日本

で出来ないはずはない。 

２００７年は選挙の年、平和、民主主義、生活向

上の世直しの年にしようではないか。 

 

平和資料館・草の家 館長 岡村正弘

 

草の家からもらった平和の種を世界へ！ 

高知県以外の会員の方には突然のお知らせになり申し訳ありませんが、去年１２月１３日をもって草の家を

離れることになりました。２００２年４月から４年８ヶ月間、多くの方々に支えられ、数え切れないほど多くのことを

学びました。故西森茂夫先生をはじめ草の家の皆さまから頂いた平和の種を持って、東アジアの平和のため

に旅立ちます。これからも変わりなく草の家を支えてください。 

教育基本法が変えられ、平和憲法も危ない状況に置かれている今日、草の家を離れるのは心苦しいです

が、韓国からあるいは世界どこへ行っても槇村浩が貫いた抵抗と連帯の精神を大切にしていきたいです。草

の家の韓国支部ができたと思い、いつでもご連絡ください。ありがとうございました。 

金英丸 拝 

〒韓国 京畿道 光明市 下安洞 住公 APT 501-1201 

TEL（８２）・１９・４６５・１７１８ yhkssl@gmail.com 

 


